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原　　著

『看護学実習の統合』科目において抽出された学生の課題

林田りか，吉田恵理子，高比良祥子

Issues of Nursing Students on “Synthesis of Nursing Practicum”

Rika HAYASHIDA, Eriko YOSHIDA, Sachiko TAKAHIRA

要　　旨
　『看護学実習の統合』科目を通して、臨地実習の中間期と終了期に学生が抱く課題を明らかにす
ることを目的とした。対象は看護学科 3年次生62名であり、『看護学実習の統合』科目において、
臨地実習中間期と終了期にグループワークで抽出された課題をデータとし、時期ごとに内容分析を
行った。結果、臨地実習中間期と終了期において【知識・技術・経験の不足】、【看護展開能力の不
足】、【コミュニケーションの困難】、【充実したカンファレンスの運営困難】、【自己管理が困難】、
【実習環境への適応困難】、【自尊心の低下】の 7つの同じ課題が抽出された。サブカテゴリには変
化がみられ、臨地実習中間期に比べて終了期の方が具体的な課題内容を掲げていた。本科目におい
て、学生が臨地実習やコミュニケーションに対する不安な気持ちを表出したり、体験した場面を振
り返り共有することにより、ストレス軽減や課題の明確化につながったと考える。しかし、個々の
学生が体験した現象を深め、意味づけを行うという点はやや不十分であった。今後は、学生の成長
を明らかにできるような授業展開方法を検討する必要がある。
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Ⅰ．諸言

　現在、大学教育全体の大きな課題として、目的
意識の希薄化、学習意欲の低下等が挙げられ、多
様な学生への対応と併せて学士課程で学生が身に
付けるべき学習成果を明確化することが求められ
ている。文部科学省1）は、2011年に「大学におけ
る看護系人材養成の在り方に関する検討会」に
て、『学士課程においてコアとなる看護実践能力
と卒業時到達目標』を作成した。これは、各大学
が独自の教育理念や目的に応じて教育課程を編成
し、かつ社会に対して必要不可欠な看護実践にか
かわる教育の質を保障するための参照基準として
作成された。看護実践能力を育成するためには、
学生の状況に合わせた効果的なカリキュラムや教
授法を開発し実施すること、教員がそれぞれの専
門領域の枠を超えて議論し連携していくこと、実
践と教育を兼務する教員など多様な人材が教育に
参画することなどが必要である。看護職にはこれ
まで以上に高い能力が求められ、学習環境も大き
く変化するなか、看護学基礎カリキュラムの在り
方、そして、臨地実習の在り方等の検討も必要に
なる。早急な、学士課程における看護系人材養成
の在り方について全体的な見直しが求められてい
る。
　本大学看護学科は、2012年度より今までの看護
師・保健師統合カリキュラムから看護師課程教育
カリキュラムに変更した。変更に向けて、看護学
科全体でワークショップを行い、育てたい学生
像、めざす教育、将来構想に関する学科カリキュ
ラムの対応等が話し合われた。看護学科の教育内
容の強化・育成を方針とした事項として、以下の
６項目があげられた。
1） 生活を捉えることのできる能力の育成
2） 根拠を持って看護を実践できる能力の育成
3） 対人関係能力の養成
4） 疾病の予防・健康指導ができる能力の育成
5） 物事を追求することができる能力の強化
6） リーダーシップ能力の育成
　これらの方針を考慮して、臨地実習の間に振り
返りの時間を確保し、体験した内容が深められる
科目『看護学実習の統合』を総合看護に位置付
け、新たに設けた。2014年度から開始されたこの

科目は、昨年度で２回を終えた。
　『看護学実習の統合』科目の成果を検討し、今
後に向けて実施方法の一部を見直すため、今回は
３年次の臨地実習の体験を通して、実習の中間期
と終了期に学生が抱く課題を明らかにすることと
した。

Ⅱ．『看護学実習の統合』授業概要と到達目標

1．『看護学実習の統合』授業概要
　看護学実習の統合の授業は、学生が、３年次の
臨地実習（以下、臨地実習とする）での学びを通
じて深く『看護』について考え、看護職として成
長することを目指す。そして実習グループ、看護
領域を越えて、臨地実習の体験を「知識」「技術」
「態度」の側面から振り返り、そこから得られた
気づきや学びが自己成長の糧になることを目指
し、自己のありようと今後の課題を見出す講義お
よび演習である。

2．『看護学実習の統合』到達目標
1 ） 臨地実習に臨む前の看護者としてのあり方を
　再確認し、記述することができる。
2） 自己の臨地実習の振り返りから、看護に必要
　な知識、技術、態度を整理し、再確認・再構築
　することができる。
3） 他の学生と実習体験を共有し、臨地実習での
　学びを意味づけ、総体的に深めることができる。
4） 今後のよりよい実習のあり方について、次な
　る課題を整理することができる。
5） 臨地実習の振り返りから、自己の看護観を養
　い深めることができる。

3．『看護学実習の統合』授業計画と方法
　『看護学実習の統合』の実施期間は、３年次の
臨地実習期間の10月～３月である（表1、図1）。
授業回数は全15回で構成されている。なお、グ
ループはひとグループ６～７名の10グループで構
成され、臨地実習グループとは別のグループに編
成した。
1 ） 臨地実習の開始前期（10月）
　臨地実習が開始される前に実習全体のオリエン
テーションと母性看護学・小児看護学・成人看護
学・老年看護学・精神看護学・在宅看護論の６つ
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10月
10月 12月 3月

実習開始前

看護学実習の
統合

自己の目標 自己の目標の評価・今後
　（3月まで）どのように

取り組むか

自己の目標の評価・今後
　（卒業まで）どのように

取り組むか

看護学実習の
統合

看護学実習の
統合

思いの共有 卒業までに
できること実習体験の振り返り

12月 3月 卒業

の領域の責任者が、目的や目標・看護を実践する
うえで大切にしてほしいことなどについて講義を
行う〈１～４回〉。
2 ） 臨地実習の中間期（12月）
　臨地実習が開始された 3か月後には、学生がそ
れぞれの実習で体験した内容を個人および各グ
ループで振り返り、情報共有を行う〈５～ 10
回〉。
⑴ 個人ワーク
　まず、個人で振り返りを行う。学生は、今まで
の臨地実習の体験を整理し、振り返りたい内容は
何かを個々で考える。それは何処で発生し、具体
的に何が起こったのか、その時にはどのような感

情になりどのような対応をとったのかなどを含
め、体験した現状を振り返る。最後に、個人でま
とめた内容をグループのメンバーに説明する。こ
の方法は、看護リフレクションの手法2）を参考に
実施した。
⑵ グループワーク
　次に、テーマを「スッキリしてお正月が迎えら
れない原因と考えられるそれぞれの課題、解決策
を提案する」とし、そのテーマに沿ってグループ
ワークを行う。方法として、個人が考える現状を
付箋紙に記入し、意味・内容が類似したものをま
とめ課題とする。いくつかあげられた課題の中か
ら、議論したい課題を 1つに決める。１つに絞る

表 1　『看護学実習の統合』における授業計画
回数 主題 授業内容 方法 時期
1

臨地実習で何を学ぶのか
各臨地実習の責任者より重要事項について講義
（全体、母性看護学、小児看護学、成人看護学、老年看護学、
精神看護学、在宅看護論）

講義 10 月上旬
2
3
4
5 臨地実習体験の振り返り 臨地実習体験の振り返りの意味と方法について 講義

12 月上旬

6 自己の臨地実習体験を語る 自己の臨地実習体験を詳しく語る

グループ
ワーク

7
臨地実習体験の分析と課題抽出・提案

自己および他者の実習体験から現状分析、課題抽出、解決策の提案
を行う

8
9
10 まとめ、発表 グループワークで話し合われた内容をまとめ、発表を行う
11

自己の臨地実習体験の振り返り、臨地実習体験の分析
と課題抽出・提案

臨地実習体験を振り返り、現状分析、課題抽出、解決策の提案を行
う グループ

ワーク 3 月上旬
12
13
14

まとめ、発表 グループワークで話し合われた内容をまとめ、発表を行う
15

図１　『看護学実習の統合』の授業の流れ
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際には、その課題に関する状況・事実の把握を行
い、課題に影響を与える要因を検討し、事象を細
かく整理していく。そして、課題に対する解決策
を提案する。グループワーク時には、作業がス
ムーズに進むよう相談役としてファシリテータを
設けた。グループで話し合われた内容は模造紙に
表現され、それを活用してグループワークの最終
日に発表する。発表方法は、模造紙 3枚を使用
し、大きく現状と課題、提案にわけ、教室の壁に
掲示し、示説方式で行う。
3 ） 臨地実習の終了期（３月）
　全ての臨地実習が終了した３月には、12月に
行った個人ワークおよびグループワークの内容を
振り返りながら作業を行う〈11 ～ 15回〉。
⑴ 個人ワーク
　12月に行った個人ワークおよびグループワーク
の内容である、グループの課題や振り返りたい場
面、実習時にうまくいったことやいかなかったこ
となどを思い出しながら、個人作業を行う。そし
て、看護職としてのあり方とは何かをグループメ
ンバーに説明する。
⑵ グループワーク
　12月に各グループで設定した現状・課題・提案
を振り返り、更に個人で整理した内容を含め、グ
ループワークを行う。その時のテーマは、「理想
とする看護師像に近づくため、卒業までにできる
ことを提案する」である。手順は中間期と同様の
方法を使って作業を行う。グループで話し合われ
た内容は模造紙に表現され、中間期と同様に現状
と課題、提案にわけ、示説方式で行う。
4 ） 自己の目標確認
　実習開始前期、中間期、終了期に学生個人の強
みや課題、目標等を記述させ、それぞれの時期で
強みと課題の変化や次につながる目標を確認す
る。それをポートフォーリオとして活用するた
め、各看護領域実習の教員へ配布し共有した。最
終的には、卒業までに学生個人がどのような課題
を残し達成することができるのか見通しを持たせ
るようにした。

Ⅲ.研究目的

　３年次の臨地実習の体験を通して、実習の中間
期と終了期に学生が抱く課題を明らかにすること

を目的とする。

Ⅳ.研究方法

1．調査対象
　長崎県立大学看護学科３年次生62名とした。
2．調査期間
　平成27年10月～平成28年３月。
3．データ収集方法
　各グループでまとめた課題をデータとした。
4．分析方法
　臨地実習の中間期（12月）と終了期（３月）に
各グループで抽出された課題をコード化し、それ
を時期ごとに内容分析の手法を参考に、意味内容
の類似したものをサブカテゴリにまとめ、最終的
にカテゴリ化した。
5．倫理的配慮
　学生には、研究の目的、方法、参加・不参加は
自由であること、不参加の場合でも不利益を受け
ることはないこと、個人情報の匿名性と機密性は
厳守すること、データ保管と処理等について口頭
で説明し、同意を得た。

Ⅴ.結果

　以下、カテゴリを【　】で、それを構成するサ
ブカテゴリを〈　〉で示す。
1．臨地実習中間期に学生が抱く課題
　分析の結果、臨地実習中間期に学生が抱く課題
は、84コードから29のサブカテゴリ、７個のカテ
ゴリが抽出された（表２）。
1 ）【知識・技術・経験の不足】
　【知識・技術・経験の不足】は、学生が各領域
における臨地実習の中で、看護を展開するにあた
り、自らの知識・技術・経験・学習の不足を感じ
ていることを示す。このカテゴリは〈知識不足〉、
〈経験不足〉、〈学習不足〉、〈技術不足〉の４つの
サブカテゴリから構成された。
2 ）【看護展開能力の不足】
　【看護展開能力の不足】は、学生は実際に患者
を受け持ち、看護展開をするにあたり、自身の表
現力の不足を感じるとともに看護過程という思考
プロセスを活用しながら患者個々のニーズを踏ま
えた個別性のある看護がうまくできないことを課
題としていた。また、記録が多いことにも負担を
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感じていた。このカテゴリは、〈看護過程がうま
く展開できない〉、〈記録が多く負担〉、〈表現力不
足〉、〈患者の状態やニーズに合わせた看護が難し
い〉、〈個別性を考えたケアを行うのが難しい〉の
5つのサブカテゴリから構成された。
3 ）【コミュニケーションの困難】
　【コミュニケーションの困難】は、学生が患者
だけでなく、グループメンバー、指導者、看護
師、教員との関わりに難しさを感じていることを
示す。このカテゴリは、〈コミュニケーション能
力不足〉、〈患者とコミュニケーションをとるのが
難しい〉、〈教員と上手く関わることができない〉、
〈指導者と上手く関わることができない〉、〈看護
師と上手く関わることができない〉、〈グループメ
ンバーとの関わりが難しい〉、〈患者との距離感が
難しい〉、〈患者と上手く関わることができない〉、
〈患者の家族との関わりが難しい〉の９つのサブ
カテゴリから構成された。
4 ）【充実したカンファレンスの運営困難】
　【充実したカンファレンスの運営困難】は、有

意義なカンファレンスをしたいと思うが、カン
ファレンスの進行を含め、学生がカンファレンス
を難しいと感じていることを示す。このカテゴリ
は、〈カンファレンスの進行がうまくいかない〉、
〈有意義なカンファレンが行えない〉の２つのサ
ブカテゴリから構成された。
5 ）【自己管理が困難】
　【自己管理が困難】は、学生自身が体調や時間
の管理など、自己管理が難しいと感じていること
を示す。このカテゴリは、〈時間管理がうまくで
きない〉、〈自己管理不足〉、〈体調管理不足〉の３
つのサブカテゴリから構成された。
6 ）【実習環境への適応困難】
　【実習環境への適応困難】は、日々変化する実
習環境に学生という立場を踏まえながら適応して
いくことに難しさを感じることを示す。このカテ
ゴリは、〈環境に適応できない〉、〈看護学生とい
う立場の制限〉、〈交通費が高く経済的に負担〉の
3つのサブカテゴリから構成された。実習環境に
は、各実習施設への交通費が高く、経済的にも負

表 2　臨地実習中間期に学生が抱く課題
カテゴリ サブカテゴリ コード数

知識・技術・経験の不足 知識不足 4
経験不足 1
学習不足 2
技術不足 3

看護展開能力の不足 看護過程がうまく展開できない 3
記録が多く負担 4
表現力不足 2
患者の状態やニーズに合わせた看護が難しい 4
個別性を考えたケアを行うのが難しい 1

コミュニケーションの困難 コミュニケーション能力不足 4
患者とコミュニケーションをとるのが難しい 4
教員と上手く関わることができない 4
指導者と上手く関わることができない 4
看護師と上手く関わることができない 4
グループメンバーとの関わりが難しい 4
患者との距離感が難しい 3
患者と上手く関わることができない 2
患者の家族との関わりが難しい 2

充実したカンファレンスの運営困難 カンファレンスの進行がうまくいかない 3
有意義なカンファレンスが行えない 2

自己管理が困難 時間管理がうまくできない 2
自己管理不足 2
体調管理不足 2

実習環境への適応困難 環境に適応できない 3
看護学生という立場の制限 4
交通費が高く経済的に負担 2

自尊心の低下 ストレスが高く精神的に負担 4
自尊心が低下する 3
自信がない 2
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担を感じていることも表出された。
7 ）【自尊心の低下】
　【自尊心の低下】は、学生が実習に伴い、精神
的負担、自信のなさを感じていることを示す。こ
のカテゴリは、〈ストレスが高く精神的に負担〉、
〈自尊心が低下する〉、〈自信がない〉の 3つのサ
ブカテゴリから構成された。

2．臨地実習終了期に学生が抱く課題
　臨地実習終了期に学生が抱く課題は、70コード
から30のサブカテゴリ、７個のカテゴリが抽出さ
れた（表3）。なお、得られたカテゴリは、臨地実
習中間期に看護学生が抱く課題と同様の７個のカ
テゴリに集約されたが、実習の経過に伴い、学生
の抱く困難の中身であるサブカテゴリに変化がみ
られたため、結果には、抽出されたサブカテゴリ
に加え、変化したサブカテゴリの内容を記載す
る。

1 ）【知識・技術・経験の不足】
　【知識・技術・経験の不足】は、〈知識不足〉、
〈学習不足〉、〈語彙力不足〉、〈経験不足〉、〈技術
不足〉、〈ケア実施時の配慮とスムーズさが不十
分〉の６つのサブカテゴリから構成された。学生
は、臨地実習中間期に感じていた〈知識不足〉、
〈学習不足〉、〈経験不足〉、〈技術不足〉という課
題は継続しながらも、〈語彙力不足〉、〈ケア実施
時の配慮とスムーズさが不十分〉という具体的な
課題を抱いていた。
2 ）【看護展開能力の不足】
　【看護展開能力の不足】は、〈情報収集がうまく
できない〉、〈アセスメントを深められない〉、〈看
護過程がうまく展開できない〉、〈主体的な看護が
できない〉、〈時間内に充実した記録をすることが
難しい〉、〈患者のニーズに合わせた看護が難し
い〉、〈個別性を考えたケアを行うのが難しい〉、
〈正確な報告・連絡・相談ができない〉の８つの

表 3　臨地実習終了期に学生が抱く課題
カテゴリ サブカテゴリ コード数

知識・技術・経験の不足 知識不足 7
学習不足 1
語彙力不足 1
経験不足 2
技術不足 4
ケア実施時の配慮とスムーズさが不十分 2

看護展開能力の不足 情報収集がうまくできない 1
アセスメントを深められない 3
看護過程がうまく展開できない 4
主体的な看護ができない 1
時間内に充実した記録をすることが難しい 4
患者のニーズに合わせた看護が難しい 2
個別性を考えたケアを行うのが難しい 3
正確な報告・連絡・相談ができない 1

コミュニケーションの困難 コミュニケーション能力不足 6
患者とコミュニケーションをとるのが難しい 1
教員と上手く関わることができない 2
指導者と上手く関わることができない 2
看護師と上手く関わることができない 2
人間関係・信頼関係の構築が難しい 2
患者との距離感が難しい 1
患者と上手く関わることができない 2
患者の家族との関わりが難しい 1

充実したカンファレンスの運営困難 充実したカンファレンスが行えない 3
自己管理が困難 自己管理不足 1

体調管理不足 2
実習環境への適応困難 環境に適応できない 3

看護学生という立場の制限 2
自尊心の低下 意思が弱い 2

自信がない 2
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サブカテゴリから構成された。臨地実習中間期に
感じていた、〈記録が多く負担〉、〈表現力不足〉
という困難は表出されなかったが、〈情報収集が
うまくできない〉、〈アセスメントを深められな
い〉といったように、看護過程のどこが困難なの
かを具体的に表現していた。
3 ）【コミュニケーションの困難】
　【コミュニケーションの困難】は、〈コミュニ
ケーション能力不足〉、〈患者とコミュニケーショ
ンをとるのが難しい〉、〈教員と上手く関わること
ができない〉、〈指導者と上手く関わることができ
ない〉、〈看護師と上手く関わることができない〉、
〈人間関係・信頼関係の構築が難しい〉、〈患者と
の距離感が難しい〉、〈患者と上手く関わることが
できない〉、〈患者の家族との関わりが難しい〉の
９つのサブカテゴリから構成された。臨地実習中
間期に感じていた、〈グループメンバーとの関わ
りが難しい〉という困難は表出されなかった。一
方で、コミュニケーションの根底にある、〈人間
関係・信頼関係の構築が難しい〉という困難を抱
いていた。
4 ）【充実したカンファレンスの運営困難】
　このカテゴリは、〈充実したカンファレンスが
行えない〉の１つのサブカテゴリから構成され
た。臨地実習中間期に感じていた〈カンファレン
スの進行がうまくいかない〉、〈有意義なカンファ
レンスが行えない〉という困難の表出はなかった
が、実習を経験するとともに学生は、〈充実した
カンファレンスが行えない〉ことを困難に感じて
いた。
5 ）【自己管理が困難】
　このカテゴリは、〈自己管理不足〉、〈体調管理
不足〉の２つのサブカテゴリから構成された。臨
地実習中間期に感じていた〈時間管理がうまくで
きない〉は表出されなかった。
6 ）【実習環境への適応困難】
　このカテゴリは、〈環境に適応できない〉、〈看
護学生という立場の制限〉の 2つのサブカテゴリ
から構成された。臨地実習中間期に感じていた
〈交通費が高く経済的に負担〉は表出されなかっ
た。
7 ）【自尊心の低下】
　このカテゴリは、〈意思が弱い〉、〈自信がない〉

の 2つのサブカテゴリから構成された。臨地実習
中間期に感じていた〈ストレスが高く精神的に負
担〉、〈自尊心が低下する〉は表出されなかった。

Ⅵ.考察

1．臨地実習中間期・終了期に学生が抱く課題の
特徴
　本研究の結果より、学生は臨地実習を通して、
【知識・技術・経験の不足】、【看護展開能力の不
足】、【コミュニケーションの困難】、【充実したカ
ンファレンスの運営困難】、【自己管理が困難】、
【実習環境への適応困難】、【自尊心の低下】の 7
つの課題を抱くことが明らかになった。臨地実習
の中間期と終了期の両時期に同じカテゴリが抽出
され、臨地実習中に学生が抱く課題の可視化が行
われたと考える。
　一方、学生の抱く課題は、臨地実習の中間期と
終了期においてサブカテゴリに変化が見られた。
【知識・技術・経験の不足】では、終了期に〈ケ
ア実施時の配慮とスムーズさが不十分〉のサブカ
テゴリが含まれた。学生は、臨地実習が後半とな
りケアの実施を重ねるごとに、看護技術のどの部
分が不足しているのか具体的な課題を見出すこと
ができたのではないかと考える。また、【看護展
開能力の不足】では、終了期に〈情報収集がうま
くできない〉、〈アセスメントを深められない〉、
〈正確な報告・連絡・相談ができない〉のサブカ
テゴリが含まれた。情報収集、アセスメント、報
告・連絡・相談は、看護を展開する上での必須項
目である。学生は、臨地実習終了期には、看護展
開のどこが困難なのかを具体的に表現しており、
課題を通して成長が見られているのではないかと
考える。
　また【コミュニケーションの困難】では、臨地
実習の中間期、終了期を通して、学生は患者、家
族、教員、指導者、看護師、グループメンバーと
のコミュニケーションに困難を感じていた。看護
において、患者とのコミュニケーションは患者と
の関係形成や患者のニーズの把握などを目的とし
て行われ、看護者にとって必要不可欠なものであ
る3）。また、学生が教員や指導者、看護師、グ
ループメンバーとコミュニケーションをとり関係
を構築することは、臨地実習を円滑に遂行し実習
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目標を達成するために必要な事である。一方、看
護学生のコミュニケーション能力の不足が指摘さ
れ、コミュニケーションの教育内容の強化が明示
されている4）。臨地実習での経験を通して学生が
コミュニケーションを課題と認知することは能力
育成のために必要であり、各領域の実習において
教員が意識して関わる必要のある課題と考える。
酒井5）は、過去の体験、自己に対する否定感、過
剰な他者への意識、あるべき自分との葛藤が、学
生の対人関係における苦手意識を形成しており、
学生が自分の対人関係の特性を自覚することを促
し、自己受容を進められる関わりが重要だと述べ
ている。本学の『看護学実習の統合』は、臨地実
習グループとは別のグループ編成とし、看護リフ
レクションの手法を参考に、学生が臨地実習で経
験した内容を個人およびグループで振り返りを
行っている。教員は学生に対し、振り返りたい内
容を自分で選択し自分を表現することや、他の学
生の振り返りを傾聴することを促している。この
ように、学生が臨地実習の振り返りを通して素直
な自分を表現することや人に受け入れられる体験
は、自分の対人関係の特性を自覚し、自己受容を
進める支援となりうるのではないかと考える。
　そして学生は、【充実したカンファレンスの運
営困難】を課題と捉えていた。カンファレンスは
集団の中の意思の通じ合いの場であり、専門職と
しての確かな情報に基づき、患者へのよりよいケ
アをめざして、さまざまな提案およびそれに関連
した討議が行われる6）。看護の視点からカンファ
レンスは重要であるが、学生は中間期にはカン
ファレンスの進行、終了期にはカンファレンスの
質の確保を課題と捉えていた。このため、各領域
の実習において教員は、臨地実習開始から中間期
はカンファレンス運営の支援、中間期から終了期
はカンファレンスの充実の支援など、時期に合わ
せてカンファレンスへの関わり方を変化させる必
要があると考える。
　また学生は、【実習環境の適応困難】という課
題を抱いていた。本学は附属病院を持たず、臨地
実習を多施設で行っている。そのため学生は、新
たな実習環境に適応することに労力を要し、さら
に実習目標を達成するという学習課題を持つ。学
生は〈看護学生という立場の制限〉から、役割や

時間に制限がある中での患者への関わりに困難を
抱くことも明らかになった。教員は学生の抱く
【実習環境への適応困難】に対し、より細やかな
配慮を行う必要があるのではないかと考える。
　さらに学生は【自己管理が困難】、【自尊心の低
下】という内面的な課題を抱くことが明らかに
なった。臨地実習は、学生が主体的な実践を通し
て看護を学び、自己成長の機会となるプログラム
である。一方で学生は、実習中に緊張、不安、疲
労、困惑が強く、ストレスフルな状況にある7）と
報告されている。高島ら8）は、脅威などのストレ
ス感情を含めて学生の具体的な経験の振り返りを
支援することが、学生の実習ストレスを軽減し達
成感を高めるための有効な介入となり得ると述べ
ている。本学の『看護学実習の統合』科目におい
て、各領域の実習を超えて看護場面の振り返りを
行い、ストレス感情についての語り合いの場をつ
くることは、学生の実習ストレスを軽減する方策
となると考える。

2．臨地実習を通して学生が抱く課題をふまえた
『看護学実習の統合』科目への示唆
　本研究で抽出された学生が抱く 7つの課題にお
いて、【看護展開能力の不足】、【コミュニケー
ションの困難】は、臨地実習において学生が抱く
大きな課題であることが明らかとなった。田村9）

は、Kolbの経験型学習モデルで自分の看護実践
をリフレクションする場合、対話で重要なこと
は、物事が正しいか間違っているかではなく、現
実的で理解できるかどうかであり、自由ムードの
中の真剣な話し合いのなかで、相手をよく知るこ
とができるような意味のあるコミュニケーション
であると述べている。今回の個人ワークおよびグ
ループワークを通して、個々の学生が抱える臨地
実習やコミュニケーションに対する不安や困難感
は、グループメンバーと実習体験や考えを共有す
ることにより軽減できたと考える。更に、学生同
士が気兼ねなく自由に話し合える環境をつくり、
それぞれの課題や解決策を見いだせたことは、対
人関係能力の向上の一助となり、効果的な方法で
あったと考える。しかし、個々の学生が体験した
現象を深め、意味づけを行うという点はやや不十
分であった。今後は、学生が実習体験を振り返る
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際に、個々の学生が掲げている課題や目標に関連
づけながら、体験した現象を意味づけし、個人
ワークを行う必要がある。また、体験した内容を
学生が語る際には、現象を掘り下げて検討できる
よう、ファシリテータの有効な介入を促す必要が
あると考える。
　『看護学実習の統合』科目の授業内容は、個人
およびグループワークの他に実習開始前期、中間
期、終了期に学生個人の強みや課題、目標等を記
述させ、それぞれの時期で強みと課題の変化や次
につながる目標を確認する作業を行っている。こ
れは、実習期間中と卒業までに学生自身が達成で
きる課題と目標の見通しを持たせるために行って
いる。現在は、実習期間中において学生自身の課
題と目標の変化は確認することができるが、 3年
次後期の臨地実習終了期から 4年次の卒業までの
期間は課題と目標を確認することができない。そ
のため、本科目が終了しても、他の科目において
学生自身の課題を継続して見直し、整理していけ
るような工夫が必要であると考える。一貫した目
標の確認ができるシステムづくりにより、学生の
学習意欲の向上につなげる必要がある。
　今回の研究目的は、臨地実習の体験を通して学
生が抱く課題を明らかにすることであった。今後
は課題を抽出するだけでなく、学生の成長を明ら
かにできるような授業展開方法を検討する必要が
ある。

Ⅶ．結論

1 ） 臨地実習の中間期と終了期に、学生が抱く課
題を明らかにすることを目的として研究を行っ
た。
2） 臨地実習中間期と終了期の課題は同じカテゴ
リが抽出され、【知識・技術・経験の不足】、
【看護展開能力の不足】、【コミュニケーション
の困難】、【充実したカンファレンスの運営困
難】、【自己管理が困難】、【実習環境への適応困
難】、【自尊心の低下】の 7つであった。
3） サブカテゴリには変化がみられ、臨地実習中
間期に比べて終了期の方が具体的な課題内容を
掲げていた。
4） 『看護学実習の統合』科目において、看護場
面の振り返りの場を設け、課題を明確にできた

ことは効果的であったと考える。
5） 今後は学生の成長を明らかにできるような授
業展開方法を検討する必要がある。
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